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幻の広浜鉄道今福線遺構のＶＲを制作

～ 今福まちづくり委員会 ～

【農村RMO(地域資源活用)】

R7年度

春

今福地区の貴重な観光資源である未成線「広浜鉄道今福線」の魅力を伝えるため、

第一下府川橋梁と4連アーチ橋を再現したＶＲ空間を日本ミクニヤ株式会社（旭町本

郷）に制作いただきました。この場所は旧線と新線が交差する全国的にも珍しい地点で

あり、下長屋トンネルの内部も仮想空間上で見ることができます。

また、この空間内では、小学生を含む地域住民4名と県立大学生１名がそれぞれに制

作した今福線の歴史や環境整備に関する動画５本と、佐野まちづくり委員会制作の今

福線を巡る動画も自由に視聴できます。そのほか、普段から馴染みのある今福橋梁の３

Ｄモデル、４連アーチ橋のバーチャル空間でも、貴重な遺構を様々な角度から自由に眺

めることができます。

この取り組みにより、小学生を含む地域有志や県大生、今福線を守る会や当時を知る

他地域の方々など、世代や地域を越えた協力の輪が広がりました。地域の歴史を未来

へ繋げようという想いのもと、さらに現在、旧線・新線の経路や各スポットの写真・解説を

盛り込んだ今福線マップも制作中です。今福線の魅力をより深く感じていただける機会

となれば幸いです。
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第一下府川橋梁と

４連アーチ橋ＶＲ空間
今福線ＭＡＰ
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5月7日（水）、今福小学校全校児童が金口さん（上長屋）の田んぼをお借りして田植え体

験をしました。豊作を願って久佐田ばやし保存会・上長屋田囃子保存会による田ばやしが華

やかに披露されました。横一列に並んだ児童や職員は、田んぼの両端から張った紐を目印に

餅米「ミコトモチ」の苗を植えていきました。初めて田植えをする1年生は、ぬかるみに足を取ら

れながらも上級生の手慣れた様子を見習って、丁寧に植えていました。協力参加された今福・

美又・久佐地区の住民や、珍しい行事を見ようと今福保育園・地域の方も足を運ばれ、賑わい

ました。6年生は「苗をやさしく持って、どろの中にしっかりさしこむというコツを1年生に教える

のが大へんでした」「地域の人にいろいろ教えてもらってよかった」と感想を述べ、苗の成長や

秋の収穫・餅つきを楽しみにしている様子でした。

美又温泉のお湯で手足をきれいにしてさっぱり→

↑今福保育園も
応援

地域の皆さん、

一緒に植えていただいてありがとう！

～今福小学校 田植え～
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地域の方の戦争体験から 平和への思いを巡らせる

～今福小学校5、6年生～
5/15

５月１５日（木）、 今福小学校・波佐小学校5,6年生が、地域の方から戦争体験を

聴かせていただきました。話をされたのは、原田幸夫さん（小瀬原町内）小嶺ヤス

エさん（今福町内）梶原光朝さん（上長屋町内）。子どもの頃の記憶をたどりなが

ら、お一人ずつ、戦中戦後の体験や思いを子ども達に分かり易い言葉で話されま

した。「学校へ行っても訓練や農作業ばかりしていた。サイレンが鳴ると机の下や林

の中へ隠れ、怖かった。今でも爆音が耳に残っている」また、ご家族の手記を代読

して伝える方もいらっしゃいました。「炊事場の中が一瞬にして閃光が走り、漏電

じゃないかと思い、時計を見ると８時１５分。腹をえぐるようなドドドドと大爆音…目

に映った光景は、まさに地獄絵でした。ぎゃー、助けてー、苦しいよ。ぎゃー、熱いよー。

兵隊さん助けてー」…熱心に耳を傾けた児童は、「当時の人は、とても苦しい生活

だったと思った」「皆さんの話を聞いて、あらためて平和は本当に幸せだなと思いま

した」など感想があふれ出し、心に残る貴重な機会を頂いたことに感謝の気持ちを

伝えました。

梶原光朝さん 原田幸夫さん 小嶺ヤスエさん
↑ 5月7日（水）事前打ち合わせには、大島翠さん（岩

塚町内）も参加されました。

↑ お話いただく３人の方のご紹介とめあてを確認

お
一
人
ず
つ
お
話

を
伺
う

感
想
発
表
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令和７年度 今福地区自主防災会役員総会を開催5/19

５月19日(月)、今福まちづくりセンターで“今福地区自主防災会（会長 岩

﨑敏）”の総会が開催されました。総会では、６月1日浜田市総合防災訓練

の概要説明後、当日の役割分担や今福独自訓練について、活発な討議が

行われました。

令和７年度 浜田市総合防災訓練のお知らせ

日時：令和７年６月１日(日) ８：４５～１０：００

避難先：各町内会の集会所（岩塚町内会は今福まちづくりセンター）

【訓練想定】 大雨による河川の氾濫及び土砂災害

【今福独自訓練】…各町内会で話し合い

(1)各集会所と今福まちづくりセンターとを繋いだオンライン訓練の実施

(2)防災防犯メール・LINEの登録 (3)自宅の危険度・避難方法、場所、経路の確認、要介護者の確認

(4)町内会の連絡網の確認 ●班長・リーダーによる段ボールベットの作成

居酒屋いまふくが始まりました！
5/17

5月17日(土)、18時～20時30分まで、今福まちづくりセンターで、今年度最初の“居酒屋いまふく”

が開催されました。今回は31名の方が、歓談しながら夜の楽しい一時を過ごされました。

～ 今福まちづくり委員会 交流の場づくり ～
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9：30～11：00

ふるさと学習会のご案内

よく 「ひと まち しごと」 と言いますが、

中小民間企業として取り組めるのは「しごと」

創りだと考えます。その仕事を浜田の地で、

小さな投資で始め、少しずつでも地域の皆さ

んと連携するイメージで竹の取組み（メンマ

作りなど）が始まりました。その経緯と今後の

「夢」をみなさんと共有したいと思います。皆

様ぜひお誘い合わせの上、ご参加ください。

テーマ：「地域で 小さく ちいとずつ

竹と経済の循環を目指して」

日 時：令和７年６月１１日（水）

午前9：30～11：00

場 所：美又まちづくりセンター 42-1704

講 師：日本ミクニヤ株式会社 あさひひまわり工房

工房長 土 屋 正 隆 氏



日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

詩吟
椅子で気楽に♪
ガンバル～ン体操
(10～11時）

さぼたろうが
くるよ

♪
茶道　習字

8 9 10 11 12 13 14

ラブック
（10:50～11:20）

フラダンス

（美又） 俳句会 茶道

15 16 17 18 19 20 21

生け花 詩吟
        習字
        茶道

22 23 24 25 26 27 28

茶道

29 30

JUNE

もやい市

3B体操

もやい市

習字

ふるさと学習

習字

わくわく体操

詩吟

おしどり会

おしどり会 わくわく体操

職員不在

フラダンス ３Ｂ体操

6月

職員不在

職員不在

職員不在

浜田市総合
防災訓練

まちセンたより

写真展

今福地区人口・高齢化

4月28日(木)、詩吟教室の4名が、サンガーデン輝ららさんで吟詠を披露されました。

詩吟教室 代表の宮本充能さんは、「温かい歓迎受け嬉しかった。真剣に聴いてくだ

さり、一緒に口ずさんでいただき有難かった。」と話されました。サンガーデン輝ららの

方からも「素晴らしい歌声で、利用者の方がとても喜ばれた。」と感謝されました。

5月17日(土)、小中学生の保護者の「制服や体操服を地域で循環したい」という

想いがきっかけとなり、子育て世代向けのフリーマーケットを開催しました。４組の出

店があり、訪れた５組13名の親子や地域の方々が品物を手に取りながら、のんびり

と交流をされ、穏やかなひとときとなりました。


